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すべての国際的な保健機関のガイドラインは以下のことに同意しています。 
COVID-19のパンデミック中でも、適切な予防措置を行った上で、母乳育児は続けられ、支援される
べきです。 

母乳育児は乳幼児を守りますが、とりわけ感染症に対する防御効果が強力です１。授乳中にウイルス感
染した場合、その人は病気と闘う抗体を産生します。抗体は母乳から赤ちゃんに運ばれ、親が感染し
た病気を予防するのを助けます 2。 

ユニセフによると、「母乳育児の利点と他の呼吸器疾患を起こすウイルスの感染が母乳経由で起こる
ことはほとんどないことから、感染したお母さんは必要な予防策を行いながら、母乳育児を続けるこ
とができます。」とのことです 3。 

今は、かつてないほど、赤ちゃんのいる家庭が、乳児栄養に関する疑問や課題を乗り切るための支援
を必要としています。世界保健機関（WHO）によると、「COVID-19 の感染が確定されたり疑わしか
ったりする場合であろうとなかろうと、母乳育児のカウンセリング、基礎的な心理社会的支援、実践
的な栄養支援をすべての妊娠中の女性と乳幼児のいる母親に行う。」とあります１。 

軽症で、自宅で直接授乳を行っているCOVID-19の感染が疑われる人は、マスクの着用と赤ちゃんに
触れる前後での手指衛生に加えて以下のガイドラインに従うよう、WHOが助言しています４。 
https://www.who.int/publications-detail/home-care-for-patients-with-suspected-novel-
coronavirus-(ncov)-infection-presenting-with-mild-symptoms-and-management-of-contacts 

直接授乳を行っている、より重症者でも母乳育児を続けることができます。病気が重く直接授乳がで
きなくても、適切な感染予防管理（IPC）を行いながら、搾乳を安全に赤ちゃんに与える支援が受けら
れるようにしましょう。授乳中の親が搾乳もできないほど重症である場合は、WHOの暫定臨床ガイダ
ンスに書かれているように母乳（母親以外の人からのもらい乳や母乳バンクからの母乳）の入手先を
探しましょう１。 

COVID-19の感染が疑われるか、可能性が高い、もしくは確定した、にかかわらず、適切な予防措置
をとった上で、お母さんと赤ちゃんは一緒にいて、肌と肌との触れ合いが続けられるようにしましょ
う。適切な感染予防措置（IPC）を含むWHOの暫定ガイダンスはこちらを参照ください１。 



地域の母乳育児支援の専門家が、お母さんと直接会って話すのが難しいなら、テレヘルス（訳注：電
話、SNS、Skype®などの IT を使用したオンラインでの相談）を考慮することもできます。このよう
な危機的状況の中で保健医療を提供している方々に ILCAは深く感謝しています。一部の地域や一部
の方々にとってテレヘルスを通じた授乳支援は、情報源のひとつになるでしょう。ラクテーション・
コンサルタントがテレヘルスで授乳相談を受ける場合の情報源はこちらを参照してください。
http://ilca.org/COVID-19 

国際ラクテーション・コンサルタント協会は、COVIC-19 のパンデミック中、母乳育児支援の専門家
への情報提供を続けています。 あなたの地域のガイドラインやラクテーション・コンサルタントのた
めの情報、コミュニケーションのツールはこちら。http://ilca.org/COVID-19 

注意：COVID-19 に関する授乳支援提供者や家族へのガイダンスは日々更新されています。ILCAは
できる限り情報を更新し続けるようベストを尽くしております。が、ここに書かれている情報が最新
のニュースや実践ガイドラインを反映できていないこともあり得ます。以下のCOVID-19 の情報ペー
ジをご参照いただき、ガイドランの全文を吟味し、あなたの地域や地区の治療ガイドラインを確認い
ただきますようお願い申し上げます。 
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